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蛍光プローブをつくる

　自然界には、細胞の中に光を発する物
質を持つものがあります。ノーベル化学
賞受賞者の下村脩先生が発見したオワン
クラゲの緑色蛍光たんぱく質（GFP）が
有名です。GFPは生体内の特定の物質を
光らせるために広く用いられています。
　研究室では、緑色ではなく赤色の蛍光
プローブ（検出物質）を新たに開発して
います。赤色の光は波長が長いため、生
体内の比較的深いところにある物質も検
出できます。緑色と併用し、複数の物質
を同時に可視化できます。JST先端計測
分析技術・機器開発プログラムで、カル
シウムイオンを赤く光らせるプローブを
2011年に開発し、細胞質にあるカルシ
ウムイオン濃度の変動が目に見えるよう
になりました。
　神経や筋肉の細胞で重要な働きをする
カルシウムイオンの動きや、生体内の低
酸素状態を画像化できるので、がんや虚
血性疾患などの病態解明に役立ちます。
開発成果は既に製品化され、実際の研究
開発でも活用されています。
　赤色プローブの開発では、多くの論文
や議論からひらめきを得ました。特に、
緑色の蛍光色素に含まれる酸素原子１個
をケイ素原子に置換すると、蛍光波長が
緑色から赤色になるという報告は、分子

設計のヒントになりました。より効果的
に設計するために、分子軌道計算法で共
同研究も進めています。

生物好きな少年時代

　園芸好きな父の影響で、植物や動物が
大好きでした。夏休みは兄と一緒に山梨
の祖母の家でクワガタ捕りに心を躍らせ
ましたが、必ずしも研究熱心な子どもで
はありませんでした。小学校の自由研究
で、日なたと日陰の植物を比べて「片方
は枯れました」と報告し笑われたことは、
今も語り草になっています。
　生物への興味から薬学を専攻し、その
後の米国留学でも金属錯体やたんぱく質
などを研究しました。それが今の有機合
成や分子設計に役立っています。
　今では研究が趣味のようなもので、気
分転換にはゴルフの打ちっぱなしをする
くらいです。自宅でお酒を飲んだり映画
のDVDを見たりもしますが、内科医の
妻にしかられるので飲み過ぎないように
しています。

研究開発は自由な発想で

　薬学部は、チームが別でも闊
かっ

達
たつ

に議論
できる雰囲気があります。私の研究室で
も、学生たちの自由な発想で、いろいろ
改良していくのがモットーです。
　探査物質の有機合成だけでなく、調べ

る細胞も同じ研究者が培養するようにし
ています。効率は落ちても細胞に愛着を
持って研究することで、「実際に使える
ものをつくる」視点を養えるからです。
　研究は地道で、正解もありません。失
敗から学べば、面白さが広がり、基礎研
究ならではのオリジナリティーの高い発
想につながります。蛍光プローブも、ほ
んのちょっと構造を変えるだけで、性質
が変わります。不思議さ、面白さの延長
線上に社会的な有用性と安全性が加わ
り、将来はこの技術が新薬の開発につな
がることを夢見ています。
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生体分子を光らせ、見る
新薬につなげる基盤技術
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ラットの脳切片を使っ
た実験。紡錘形の粒
が神経細胞で、核酸
を緑色の蛍光色に染
めている。その中で、
赤く光って見えるのが
カルシウムイオンだ。
観察していると、時間
とともに赤い色の濃さ
が変わっていく。

●花岡さんの詳しい研究内容を知りたい方はこちらへ
http://www.f.u-tokyo.ac.jp/~taisha/
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研究の合間をぬって
夫婦でハワイ旅行をし
たときは、珍しくコース
へ出てたっぷりとゴル
フを楽しんだ。

http://www.f.u-tokyo.ac.jp/~taisha/
mailto:jstnews@jst.go.jp
http://www.jst.go.jp
http://www.jst.go.jp/pr/jst-news/



